





















































McQuarrie（2018）The revolt of the Rust Belt：Place and politics in the age of anger, The British Journal of 
Sociology, Volume 68 Issue S1.）。労働組合組織率の低下，コミュニティ組織の弱体化，1980 年代以降の民主党経
済政策への不支持等が重層的に作用してトランプ現象をもたらしたと分析している。本稿はトランプ現象をもたら
した要因のうち，経済的背景と考えられる事象のみを扱う。


























　出 所）US Department of Labor, Bureau of the Labor Statistics［annually］Employment and Earnings and 
Current Employment Statistics および US Department of Commnerce, Bureau of the Census［annually］
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いることがわかる。製造業に注目すると従業者シェアは 1950 年には 52.6％と米国の過半数を占め
ており，文字通り「アメリカの製造業中心地」であったが，2000 年には 33.6％へ低下，2016 年に
も 31.3％と低下傾向に歯止めがかかっていない。賃金プレミアは 1950 年から上昇し 1980 年の 1.62
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出 所）US Census Bureau（2017）2017 State Estimates,（1972），（1982），（1992），（2002），
（2012）Census of 1970, 80, 90, 2000, 2010, US Department of Commece, Buerau of the 
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注）単位は 1,000 人，全米，ラストベルト州合計は右目盛り，それ以外の各州は左目盛りである。




　前頁図 4 は全米，ラストベルト，域内各州の製造業雇用の推移を 1990 年から直近 2018 年まで示
している（20）。図によると 1990 年代後半に 400 万人程度回復したアメリカ製造業雇用は，2000 年代
に入ると急減し，2000 年の約 1,730 万人から 2008 年には 1,390 万人程度と約 340 万減少した。さ
らにリーマンショック後に激減し，2010 年に約 1,145 万人と戦後最低値に落ち込んだ。2011 年以







　ラストベルトの製造業雇用は，図にある通り 1990 年代後半に多少回復したものの，2000 年の約
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　図 5 より製造業従業者がやや回復した 2016 年の製造業従業者依存度を見ると，インディアナ，
ウィスコンシン，ミシガンが上位にランキングし，オハイオ，ペンシルベニアも上位に来ている。
このようにラストベルト州は中長期的に米国内での地位および製造業のポジションを低下させ，











（27）　3 州の製造業動態については全米製造業者協会研究所での聞き取り（2014 年 9 月），オハイオ州・ミシガン州




　次頁表 1 は 1990 年以降，2016 年までのウィスコンシンの事業所・従業者構成を示している（28）。







表に記載する規模に達していない。製造業全体としては事業所数が 1990 年には 9,737，2000 年に
は 9,904，2010 年には 9,033，2016 年では 8,791 と 2000 年までわずかに増加したあと減少しており，
機械も 1990 年から 1,764，1,231，1,057，1,049 へと減少を続け，2010 年代にも増加していない。基
本的にどの業種においても，競争力が強く輸出も増やしている事業所が残っている。一方製造業従
業者は 1990 年の 550,192 人から 2000 年の 572,060 人へと増加したあと，2010 年に 409,220 人へと
激減し，2016 年には 452,798 人に少し回復した。主力業種の機械は 1990 年の 98,549 人，2000 年の











業所数，従業者数ともに増加した。しかし 2016 年時点でも従業者数比率では 15.1％に過ぎず，特
化係数で見ても 87.2 と米国平均値からは立ち後れた状態である。かつ産業立地がミルウォーキー，
Development Agency，自動車組立工場 F 工場，同部品 D 工場，チェーンソー企業 C 社，UAW Local 6000, IAMA 
Flint, Ohio State, Department of Commerce），それぞれの引用資料による。
（28）　注（27）と同じ聞き取り調査および The MPI Grout（2013）The Wisconsin Economic Future Study：State 





先進国大都市圏の新たな基幹産業として注目されている（Ian Miles（2012），“KIBS and Knowledge Dynamics in 
Client-Supplier Interactions”，in Di Maria, R. Grandinetti, and B. Di Bernardo（eds.），Exploring Knowledge-













　次々頁表 2 により1990 年から 2016 年までのミシガンの事業所・従業者構成を検討していこう（31）。
（30）　「それ以外のサービス」はサービス部門から知識集約型ビジネスサービスを除いた産業・業種を指し，地域内
需要に依存する低賃金サービス部門である（YAMAGATA（2017）op. cit., pp. 65-102.）。
（31）　 以 下 の ミ シ ガ ン 州 の 産 業 動 態 に つ い て は，Pure Michigan Workforce Development Agency（2013）








































農林漁業 1,499 1.2 615 0.4 500 0.4 552 0.4 134.6 8,654 0.4 2,681 0.1 2,846 0.1 3,314 0.1 103.7
鉱業 166 0.1 164 0.1 152 0.1 175 0.1 35.4 1,944 0.1 2,685 0.1 2,330 0.1 3,254 0.1 27.8
公益 1,124 0.9 266 0.2 317 0.2 320 0.2 97.1 37,711 1.9 14,192 0.6 13,484 0.6 12,704 0.5 99.8
建設業 11,860 9.7 16,232 11.6 14,325 10.3 13,602 9.7 107.5 84,762 4.3 123,412 5.1 88,779 3.8 108,009 4.3 85.9
製造業 9,737 8.0 9,904 7.1 9,033 6.5 8,791 6.2 166.1 550,192 28.2 572,060 23.7 409,220 17.6 452,798 17.9 196.2
　機械 （工作機械，その他） 1,764 1.4 1,231 0.9 1,057 0.8 1,049 0.7 494.5 98,549 5.1 83,403 3.5 52,877 2.3 61,422 2.4 205.0
卸売業 8,929 7.3 7,928 5.6 7,074 5.1 6,954 4.9 92.8 118,056 6.1 119,177 4.9 105,552 4.5 120,411 4.8 98.9
小売業 32,045 26.2 21,354 15.2 19,591 14.0 17,002 12.1 87.6 415,925 21.3 322,117 13.3 293,502 12.6 314,425 12.5 98.9
サービス業 84,181 68.9 103,801 73.9 107,809 77.3 110,162 78.2 96.7 1,143,083 58.7 1,578,495 65.4 1,698,110 73.2 1,822,620 72.2 90.3
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
15,833 13.0 22,025 15.7 24,109 17.3 24,240 17.2 79.2 234,417 12.0 322,627 13.4 359,815 15.5 381,391 15.1 87.2
それ以外のサービス 68,348 56.0 81,776 58.2 83,700 60.0 85,922 61.0 103.2 908,666 46.6 1,255,868 52.0 1,338,295 57.7 1,441,229 57.1 91.2
その他 4,646 3.8 1,505 1.1 344 0.2 303 0.2 94.0 4,454 0.2 2,132 0.1 375 0.0 1,129 0.0 244.6
合計 122,142 100.0 140,415 100.0 139,554 100.0 140,859 100.0 100.0 1,948,856 100.0 2,414,834 100.0 2,320,696 100.0 2,524,239 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。




数は 1990 年に 15,734，2000 年に 15,550，2010 年に 12,378，2016 年には 12,351 と特に 2000 年代に
大幅に減少し，2010 年代にも微減している。輸送用機械の事業所はそれぞれ 648，1,040，898，








等）は淘汰されつつあり，製造業の従業者は 1990 年 943,463 人，2000 年 819,227 人，2010 年
445,322 人へと減少，特に 2000 年代にはほぼ半減した。その後 2016 年には自動車の国内需要回復
と生産増に伴い 579,509 人と 2010 年比 30％超の増加に転じている。輸送用機械（自動車・部品・










































農林漁業 1,499 1.2 615 0.4 500 0.4 552 0.4 134.6 8,654 0.4 2,681 0.1 2,846 0.1 3,314 0.1 103.7
鉱業 166 0.1 164 0.1 152 0.1 175 0.1 35.4 1,944 0.1 2,685 0.1 2,330 0.1 3,254 0.1 27.8
公益 1,124 0.9 266 0.2 317 0.2 320 0.2 97.1 37,711 1.9 14,192 0.6 13,484 0.6 12,704 0.5 99.8
建設業 11,860 9.7 16,232 11.6 14,325 10.3 13,602 9.7 107.5 84,762 4.3 123,412 5.1 88,779 3.8 108,009 4.3 85.9
製造業 9,737 8.0 9,904 7.1 9,033 6.5 8,791 6.2 166.1 550,192 28.2 572,060 23.7 409,220 17.6 452,798 17.9 196.2
　機械 （工作機械，その他） 1,764 1.4 1,231 0.9 1,057 0.8 1,049 0.7 494.5 98,549 5.1 83,403 3.5 52,877 2.3 61,422 2.4 205.0
卸売業 8,929 7.3 7,928 5.6 7,074 5.1 6,954 4.9 92.8 118,056 6.1 119,177 4.9 105,552 4.5 120,411 4.8 98.9
小売業 32,045 26.2 21,354 15.2 19,591 14.0 17,002 12.1 87.6 415,925 21.3 322,117 13.3 293,502 12.6 314,425 12.5 98.9
サービス業 84,181 68.9 103,801 73.9 107,809 77.3 110,162 78.2 96.7 1,143,083 58.7 1,578,495 65.4 1,698,110 73.2 1,822,620 72.2 90.3
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
15,833 13.0 22,025 15.7 24,109 17.3 24,240 17.2 79.2 234,417 12.0 322,627 13.4 359,815 15.5 381,391 15.1 87.2
それ以外のサービス 68,348 56.0 81,776 58.2 83,700 60.0 85,922 61.0 103.2 908,666 46.6 1,255,868 52.0 1,338,295 57.7 1,441,229 57.1 91.2
その他 4,646 3.8 1,505 1.1 344 0.2 303 0.2 94.0 4,454 0.2 2,132 0.1 375 0.0 1,129 0.0 244.6
合計 122,142 100.0 140,415 100.0 139,554 100.0 140,859 100.0 100.0 1,948,856 100.0 2,414,834 100.0 2,320,696 100.0 2,524,239 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。
出所）US Department of Commerce, Bureau of the Census （annually） County Business Patterns より作成。
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て 109,798 人に激減した。連邦政府の救済措置を経て 2010 年代には国内自動車生産を増やしてお
























































農林漁業 2,468 1.2 675 0.3 518 0.2 585 0.3 91.1 13,320 0.4 3,672 0.1 3,087 0.1 3,876 0.1 80.5
鉱業 514 0.2 448 0.2 369 0.2 333 0.2 43.0 9,739 0.3 6,447 0.2 5,242 0.2 4,843 0.1 27.5
公益 1,753 0.8 440 0.2 396 0.2 382 0.2 74.0 69,778 2.0 25,216 0.6 17,500 0.5 22,024 0.6 114.8
建設業 18,346 8.7 27,149 11.5 18,895 8.6 18,803 8.5 95.0 125,107 3.7 203,994 5.0 107,449 3.3 138,920 3.7 73.3
製造業 15,734 7.5 15,550 6.6 12,378 5.6 12,351 5.6 149.1 943,463 27.7 819,227 20.1 445,322 13.5 579,509 15.2 166.5
　輸送機械 （自動車・同部品） 648 0.3 1,040 0.4 898 0.4 916 0.4 276.0 207,842 6.1 263,052 6.5 109,798 3.3 168,389 4.4 372.8
卸売業 14,602 6.9 13,576 5.7 11,511 5.3 10,938 5.0 93.3 203,417 6.0 190,692 4.7 153,933 4.7 180,432 4.7 98.3
小売業 52,539 25.0 38,862 16.4 35,017 16.0 34,493 15.6 113.6 751,594 22.0 544,525 13.4 437,906 13.3 470,993 12.4 98.2
サービス業 139,826 66.5 175,958 74.3 174,226 79.5 176,173 79.9 98.9 2,008,830 58.9 2,760,200 67.8 2,554,173 77.7 2,874,845 75.5 94.5
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
28,587 13.6 39,349 16.6 40,450 18.5 40,145 18.2 83.8 431,318 12.6 632,424 15.5 545,298 16.6 624,960 16.4 94.8
それ以外のサービス 111,239 52.9 136,609 57.7 133,776 61.1 136,028 61.7 104.4 1,577,512 46.2 2,127,776 52.2 2,008,875 61.1 2,249,885 59.1 94.4
その他 17,060 8.1 3,116 1.3 826 0.4 847 0.4 168.0 38,130 1.1 63,338 1.6 1,750 0.1 1,129 0.0 162.3
合計 210,303 100.0 236,912 100.0 219,119 100.0 220,412 100.0 100.0 3,411,784 100.0 4,072,786 100.0 3,288,456 100.0 3,805,578 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。












衰退しつつも依然としてその特化係数が高いことがわかる。製造業事業所数は 1990 年 18,153，















































農林漁業 2,468 1.2 675 0.3 518 0.2 585 0.3 91.1 13,320 0.4 3,672 0.1 3,087 0.1 3,876 0.1 80.5
鉱業 514 0.2 448 0.2 369 0.2 333 0.2 43.0 9,739 0.3 6,447 0.2 5,242 0.2 4,843 0.1 27.5
公益 1,753 0.8 440 0.2 396 0.2 382 0.2 74.0 69,778 2.0 25,216 0.6 17,500 0.5 22,024 0.6 114.8
建設業 18,346 8.7 27,149 11.5 18,895 8.6 18,803 8.5 95.0 125,107 3.7 203,994 5.0 107,449 3.3 138,920 3.7 73.3
製造業 15,734 7.5 15,550 6.6 12,378 5.6 12,351 5.6 149.1 943,463 27.7 819,227 20.1 445,322 13.5 579,509 15.2 166.5
　輸送機械 （自動車・同部品） 648 0.3 1,040 0.4 898 0.4 916 0.4 276.0 207,842 6.1 263,052 6.5 109,798 3.3 168,389 4.4 372.8
卸売業 14,602 6.9 13,576 5.7 11,511 5.3 10,938 5.0 93.3 203,417 6.0 190,692 4.7 153,933 4.7 180,432 4.7 98.3
小売業 52,539 25.0 38,862 16.4 35,017 16.0 34,493 15.6 113.6 751,594 22.0 544,525 13.4 437,906 13.3 470,993 12.4 98.2
サービス業 139,826 66.5 175,958 74.3 174,226 79.5 176,173 79.9 98.9 2,008,830 58.9 2,760,200 67.8 2,554,173 77.7 2,874,845 75.5 94.5
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
28,587 13.6 39,349 16.6 40,450 18.5 40,145 18.2 83.8 431,318 12.6 632,424 15.5 545,298 16.6 624,960 16.4 94.8
それ以外のサービス 111,239 52.9 136,609 57.7 133,776 61.1 136,028 61.7 104.4 1,577,512 46.2 2,127,776 52.2 2,008,875 61.1 2,249,885 59.1 94.4
その他 17,060 8.1 3,116 1.3 826 0.4 847 0.4 168.0 38,130 1.1 63,338 1.6 1,750 0.1 1,129 0.0 162.3
合計 210,303 100.0 236,912 100.0 219,119 100.0 220,412 100.0 100.0 3,411,784 100.0 4,072,786 100.0 3,288,456 100.0 3,805,578 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。
出所）US Department of Commerce, Bureau of the Census （annually） County Business Patterns より作成。
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い。従業者も製造業全体で 1990 年 1,016,356 人，2000 年 798,333 人，2010 年 542,667 人，2016 年
540,072 人と大幅に減少しており，業種別に見ても金属加工が 2000 年にかけて 102,928 人に増加し
たほかは，製金属 1990 年 78,552 人から 2016 年 34,564 人へ，機械 1990 年 96,516 人から 2016 年









ネスサービスおよび金融業の従業者は 2000 年に 853,585 人と製造業 798,333 人を上回ったものの，










































農林漁業 3,462 1.2 636 0.2 487 0.2 486 0.2 55.4 20,164 0.4 2,909 0.1 3,029 0.1 2,539 0.0 37.5
鉱業 1,278 0.5 901 0.3 1,066 0.4 1,084 0.4 102.4 30,503 0.7 16,330 0.3 22,685 0.5 21,919 0.4 88.4
公益 2,483 0.9 699 0.2 783 0.3 828 0.3 117.3 114,741 2.5 35,112 0.7 31,133 0.6 30,417 0.6 112.7
建設業 27,952 10.0 28,455 9.7 26,835 9.0 26,634 8.8 98.4 244,476 5.3 254,421 5.0 220,945 4.4 237,738 4.4 89.2
製造業 18,153 6.5 16,762 5.7 14,167 4.8 13,578 4.5 119.8 1,016,356 22.2 798,333 15.7 542,667 10.9 540,072 10.1 110.3
　製金属 （製鉄・製アルミ等） 525 0.2 493 0.2 353 0.1 349 0.1 201.2 78,552 1.7 60,187 1.2 35,968 0.7 34,564 0.6 217.7
　金属加工 2,047 0.7 3,127 1.1 2,950 1.0 2,863 0.9 134.0 92,226 2.0 102,928 2.0 74,773 1.5 77,177 1.4 129.9
　機械 2,605 0.9 1,526 0.5 1,228 0.4 1,189 0.4 130.1 96,516 2.1 66,867 1.3 48,359 1.0 45,983 0.9 105.6
卸売業 20,002 7.2 16,796 5.7 15,077 5.1 14,471 4.8 90.3 281,152 6.1 243,026 4.8 233,670 4.7 248,232 4.6 96.2
小売業 72,553 25.9 48,518 16.5 44,430 15.0 43,216 14.3 104.0 943,353 20.6 668,251 13.1 645,005 13.0 667,206 12.5 98.9
サービス業 194,812 69.7 225,698 76.6 237,021 79.8 242,786 80.5 99.6 2,745,492 59.9 3,589,078 70.6 3,836,662 77.1 4,186,106 78.2 97.8
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
39,651 14.2 51,115 17.3 54,752 18.4 55,114 18.3 84.1 639,310 13.9 853,585 16.8 828,039 16.6 885,661 16.5 95.4
それ以外のサービス 155,161 55.5 174,583 59.2 182,269 61.4 187,672 62.2 105.3 2,106,182 45.9 2,735,493 53.8 3,008,623 60.5 3,300,445 61.6 98.4
その他 8,848 3.2 3,268 1.1 359 0.1 428 0.1 62.0 13,446 0.3 4,152 0.1 375 0.0 658 0.0 67.2
合計 279,595 100.0 294,741 100.0 297,023 100.0 301,484 100.0 100.0 4,586,441 100.0 5,087,237 100.0 4,976,193 100.0 5,354,964 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。
























































農林漁業 3,462 1.2 636 0.2 487 0.2 486 0.2 55.4 20,164 0.4 2,909 0.1 3,029 0.1 2,539 0.0 37.5
鉱業 1,278 0.5 901 0.3 1,066 0.4 1,084 0.4 102.4 30,503 0.7 16,330 0.3 22,685 0.5 21,919 0.4 88.4
公益 2,483 0.9 699 0.2 783 0.3 828 0.3 117.3 114,741 2.5 35,112 0.7 31,133 0.6 30,417 0.6 112.7
建設業 27,952 10.0 28,455 9.7 26,835 9.0 26,634 8.8 98.4 244,476 5.3 254,421 5.0 220,945 4.4 237,738 4.4 89.2
製造業 18,153 6.5 16,762 5.7 14,167 4.8 13,578 4.5 119.8 1,016,356 22.2 798,333 15.7 542,667 10.9 540,072 10.1 110.3
　製金属 （製鉄・製アルミ等） 525 0.2 493 0.2 353 0.1 349 0.1 201.2 78,552 1.7 60,187 1.2 35,968 0.7 34,564 0.6 217.7
　金属加工 2,047 0.7 3,127 1.1 2,950 1.0 2,863 0.9 134.0 92,226 2.0 102,928 2.0 74,773 1.5 77,177 1.4 129.9
　機械 2,605 0.9 1,526 0.5 1,228 0.4 1,189 0.4 130.1 96,516 2.1 66,867 1.3 48,359 1.0 45,983 0.9 105.6
卸売業 20,002 7.2 16,796 5.7 15,077 5.1 14,471 4.8 90.3 281,152 6.1 243,026 4.8 233,670 4.7 248,232 4.6 96.2
小売業 72,553 25.9 48,518 16.5 44,430 15.0 43,216 14.3 104.0 943,353 20.6 668,251 13.1 645,005 13.0 667,206 12.5 98.9
サービス業 194,812 69.7 225,698 76.6 237,021 79.8 242,786 80.5 99.6 2,745,492 59.9 3,589,078 70.6 3,836,662 77.1 4,186,106 78.2 97.8
KIBS （知識集約型ビジネス
サービス） および金融業
39,651 14.2 51,115 17.3 54,752 18.4 55,114 18.3 84.1 639,310 13.9 853,585 16.8 828,039 16.6 885,661 16.5 95.4
それ以外のサービス 155,161 55.5 174,583 59.2 182,269 61.4 187,672 62.2 105.3 2,106,182 45.9 2,735,493 53.8 3,008,623 60.5 3,300,445 61.6 98.4
その他 8,848 3.2 3,268 1.1 359 0.1 428 0.1 62.0 13,446 0.3 4,152 0.1 375 0.0 658 0.0 67.2
合計 279,595 100.0 294,741 100.0 297,023 100.0 301,484 100.0 100.0 4,586,441 100.0 5,087,237 100.0 4,976,193 100.0 5,354,964 100.0 100.0
　注 ）特化係数は，各州におけるその業種の事業所あるいは従業者比率の，当該業種の全米平均値を 100 とした場合 
の指数。米国平均よりどの程度集積しているのかを示す。
出所）US Department of Commerce, Bureau of the Census （annually） County Business Patterns より作成。
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に対応し，それは製造業労働者にどのような影響を及ぼすものだったのだろうか。ラストベルトの




























（37）　注（27）と同じ聞き取り調査による。なお外資系企業雇用数（2011 年）でデトロイト広域都市圏は全米 10 位，
ミシガン州は 12 位と上位に入っている（the Metropolitan Policy Program at Brookings（2014）Global Cities 
Initiative, FDI in U.S. Metro Area, Brookings）。
（38）　注（27）と同じ聞き取りによる。
（39）　Tracy Neumann（2016）Remaking the Rust Belt, University of Pennsylvania Press. 
（40）　Jonathan Oosting（2013）Michigan is officially a right-to-work state, but critics vow to continue fight, 
















　4 節でラストベルト 3 州の産業構造動態と就業構造の分析を行った。2010 年にかけて製造業従業
者が減少し，立ち後れつつも就業構造の「分解」が起きていることが確認できたが，失職した製造
業労働者はどのような運命をたどったのだろうか。解雇，レイオフ，職場がなくなるなどして職を




2000 年代に上述 3 州で失業あるいは解雇通知を受けた製造業労働者のうち次に就職できたものは










（42）　Committe on Banking, Housing, and Urban Affairs United States Senate（2009）Statement of Dr. Edward 
Montgomery Director for Recovery for Auto Communities and Workers, USGPO. 
（43）　ミシガン州の製造業労働者は労働力訓練政策は自らの利益保護には不十分であり，NAFTA 見直し，国際貿
易からの労働者保護を強く主張していた（注（27）と同じ聞き取りによる）。
（44）　US Bureau of the Census（2006），（2012）Displacement Workers Survey 2004, 2010（いずれも統計局非公





























（45）　Displacement Workers Survey からは確認できないが，注（27）と同じ聞き取り調査では，2010 年以降，失
職あるいは転職した製造業労働者の半数弱が製造業生産労働者として再就職したのではないか，ということであっ
た。
（46）　David Autor, David Dorn, Gordon Hanson, and Kaveh Majlesi（2016b）A Note on the Effect of Rising Trade 
Exposure on the 2016 Presidential Election, Appendix to “Importing Political Polarization? The Electoral 
Consequences of Rising Trade Exposure.”
（47）　New York Times（2018）Political Bubbles and Hidden Diversity：Highlights From a Very Detailed Map of 
the 2016 Election（as of August 3, 2018, https://www.nytimes.com/interactive/2018/07/25/upshot/precinct-
map-highlights.html）.
（48）　Katherine J. Cramer（2016）The Politics of Resentment：Rural Consciousness in Wisconsin and the Rise of 
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